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特集  教育力ブランディングと日本大学ランキング

　「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
大
学
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ

ン
グ
」
は
、
国
連
の
「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
の
枠
組
み
に

沿
っ
て
、
大
学
の
社
会
貢
献
度
を
可
視

化
し
た
ラ
ン
キ
ン
グ
だ
。
初
公
開
の
昨

年
度
の
指
標
は
11
目
標
だ
っ
た
が
、
今

回
は
全
17
目
標
を
指
標
と
し
て
い
る
。

参
加
大
学
数
は
前
回
の
倍
近
い
８
５
７

大
学
。
日
本
か
ら
は
72
大
学
で
、
世
界

最
多
だ
っ
た
。
な
お
、
世
界
版
と
は
全

く
異
な
る
指
標
の
た
め
（
P.
11
）、
多

様
な
大
学
が
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て

い
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
ト
ッ
プ
１

０
０
に
は
北
海
道
大
学
、
東
京
大
学
、

東
北
大
学
が
入
っ
て
い
る
。

　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
の
ダ
ン
カ
ン
氏
は
、
日
本
が

好
成
績
を
挙
げ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
９
に
は
、
日

本
の
大
学
の
産
業
界
と
の
強
い
関
係

性
、
技
術
革
新
へ
の
貢
献
が
、Ｓ
Ｄ
Ｇ

２
に
は
持
続
可
能
な
農
業
活
動
へ
の
支

援
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。
一
方

で
向
上
の
余
地
が
あ
る
分
野
と
し
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
４
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
５
を
挙
げ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
生
涯
学
習
の
提
供
、
学
内
の
女

性
の
地
位
向
上
な
ど
が
改
善
に
つ
な
が

る
と
い
う
。
ま
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
17
で
は
、
豊

か
な
国
の
大
学
が
貧
し
い
国
の
大
学
と

専
門
知
識
・
技
術
を
共
有
す
る
こ
と
を

重
視
す
る
こ
と
か
ら
、
日
本
へ
の
期
待

が
大
き
い
と
述
べ
た
。

対
象
が
全
17
目
標
に
拡
大

世
界
か
ら
の
関
心
高
ま
る

項 目 例指 標目 標
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11
＊データ提供：Times Higher Education（THE）  
＊★は2020年版で新規追加された目標
＊同順位の場合は、原則として英文表記の
大学名のアルファベット順に掲載しています  
＊「＝」 ： 同順位の大学あり  
＊「NR」 ： 前年エントリーしていない、
エントリーしたがランキングがつかなかった大学
＊公式サイトでは全ランキングを掲載
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NR
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301+
301+

NR
101-200
101-200

北海道大学
東京大学
東北大学
広島大学
京都大学
立命館大学
筑波大学
早稲田大学
名古屋大学
名古屋市立大学
岡山大学
信州大学
山口大学
千葉大学
金沢大学
慶應義塾大学
東海大学
東京理科大学
横浜国立大学
中央大学
香川大学
北九州市立大学
関西学院大学
三重大学
新潟大学
大阪大学
大阪市立大学
琉球大学
成蹊大学
島根大学
創価大学
上智大学
徳島大学
東京都市大学
鳥取大学
東洋大学
宇都宮大学
横浜市立大学

85.3
85.1
83.7

75.4‒83.3
75.4‒83.3
75.4‒83.3
75.4‒83.3
75.4‒83.3
68.2‒75.3
68.2‒75.3
68.2‒75.3
68.2‒75.3
68.2‒75.3
61.5‒68.0
61.5‒68.0
61.5‒68.0
61.5‒68.0
61.5‒68.0
61.5‒68.0
46.7‒61.4
46.7‒61.4
46.7‒61.4
46.7‒61.4
46.7‒61.4
46.7‒61.4
46.7‒61.4
46.7‒61.4
46.7‒61.4
46.7‒61.4
46.7‒61.4
46.7‒61.4
46.7‒61.4
46.7‒61.4
46.7‒61.4
46.7‒61.4
46.7‒61.4
46.7‒61.4
46.7‒61.4

2019
順位

2020
順位 教育機関 スコア

日本の総合ランキング

1
25
11
NR

=35
9

=3
=3
5

82

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

オークランド大学
シドニー大学
西シドニー大学
ラ・トローブ大学
アリゾナ州立大学
ボローニャ大学
ブリティッシュコロンビア大学
マンチェスター大学
キングス・カレッジ・ロンドン
ロイヤルメルボルン工科大学

ニュージーランド
オーストラリア
オーストラリア
オーストラリア
アメリカ
イタリア
カナダ
イギリス
イギリス
オーストラリア

98.5
98.1
97.9
96.6
96.3
96.1
95.9
95.6
95.4
94.9

2020
順位

2019
順位 教育機関 国／地域 スコア

国立大学 公立大学 私立大学

THE大学インパクトランキング
２０２０速報

SDG15 陸上資源★

=55
58
59
71

=76
=76
=91

101‒200

信州大学
早稲田大学
北海道大学
東京大学
立命館大学
横浜国立大学
名古屋市立大学
千葉大学
中央大学
神奈川大学
金沢大学
慶應義塾大学
京都大学
三重大学
名古屋大学
東海大学
東京農業大学
東京都市大学
東京理科大学
宇都宮大学
山口大学
横浜市立大学

順位 教育機関

SDG17 実施手段

40
63
84
91

101‒200

東京大学
北海道大学
京都大学
名古屋市立大学
広島大学
名古屋大学
岡山大学
立命館大学
東北大学
早稲田大学
山口大学

順位 教育機関

SDG16 平和

=98
101‒200

立命館大学
広島大学
岡山大学
東京大学
筑波大学
早稲田大学

順位 教育機関

SDG13 気候変動

64
85

101‒200

東北大学
東北学院大学
北海道大学
熊本大学
名古屋大学
立命館大学
東京都市大学
筑波大学
早稲田大学
山口大学

順位 教育機関

SDG14 海洋資源★

37
=43
=43
=59
77

=85
96

=99
101‒200

早稲田大学
北海道大学
立命館大学
京都大学
東京大学
琉球大学
横浜国立大学
千葉大学
千葉工業大学
香川大学
神奈川大学
金沢大学
慶應義塾大学
三重大学
名古屋大学
新潟大学
島根大学
信州大学
東北学院大学
東海大学
東京都市大学
東京理科大学
山口大学
横浜市立大学

順位 教育機関

SDG10 不平等

101‒200 京都大学
筑波大学

順位 教育機関

SDG11 都市

65
83
88

101‒200

広島大学
岡山大学
早稲田大学
北海道大学
京都大学
名古屋大学
大阪大学
立命館大学
東京大学
筑波大学
横浜国立大学

順位 教育機関

SDG12 生産・消費

48
52
60

=63
77
80
91
92

101‒200

早稲田大学
東北大学
広島大学
信州大学
北海道大学
山口大学
千葉大学
大阪大学
香川大学
金沢大学
京都大学
三重大学
成蹊大学
東京都市大学
東京理科大学
筑波大学
横浜市立大学

順位 教育機関

SDG7 エネルギー★

101‒200 京都大学
立命館大学
東京大学
東京理科大学
早稲田大学

順位 教育機関

SDG9 イノベーション

=1
9

20
45

=46
=48
52

=61
101‒200

東京大学
東北大学
筑波大学
北海道大学
京都大学
名古屋大学
広島大学
慶應義塾大学
九州工業大学
三重大学
名古屋市立大学
大阪大学
大阪市立大学
信州大学
徳島大学
東京理科大学
早稲田大学
山口大学
横浜国立大学

順位 教育機関

SDG8 成長・雇用

93
101‒200

東北大学
金沢大学
京都大学
名古屋大学
名古屋市立大学
大阪大学
立命館大学
東京大学
東京理科大学
筑波大学
早稲田大学

順位 教育機関

SDG3 保健

16
37
72

=98
101‒200

名古屋市立大学
藤田医科大学
徳島大学
広島大学
北海道大学
順天堂大学
岡山大学
東北大学
鳥取大学
筑波大学
横浜市立大学

順位 教育機関

SDG4 教育

201‒300 広島大学
恵泉女学園大学
三重大学
立命館大学
琉球大学
宇都宮大学

順位 教育機関

SDG6 水・衛生★

20
69
81

101‒200

広島大学
横浜国立大学
早稲田大学
香川大学
神奈川大学
北九州市立大学
京都大学
立命館大学
東京大学
東京都市大学
東京理科大学

順位 教育機関

SDG5 ジェンダー

101‒200 恵泉女学園大学
順位 教育機関

SDG１ 貧困★

=43
56

=60
=93

101‒200

立命館大学
早稲田大学
京都大学
山口大学
慶應義塾大学
東京大学
東京理科大学

順位 教育機関

SDG2 飢餓★

10
26

=32
38
39
52
56

=69
76
88
93

101‒200

北海道大学
鳥取大学
東京大学
京都大学
信州大学
山口大学
千葉大学
名古屋大学
宇都宮大学
立命館大学
東海大学
香川大学
神奈川大学
金沢大学
三重大学
島根大学
徳島大学
東京農業大学
東京都市大学
早稲田大学

順位 教育機関

総合ランキングTOP10

76
=77

97
101‒200

201‒300

301‒400

401‒600

SDG1
SDG2
SDG3
SDG4
SDG5
SDG6
SDG7
SDG8
SDG9

貧困
飢餓
保健
教育
ジェンダー
水・衛生
エネルギー
成長・雇用
イノベーション

貧困をなくそう
飢餓をゼロに
すべての人に健康と福祉を
質の高い教育をみんなに
ジェンダー平等を実現しよう
安全な水とトイレを世界中に
エネルギーをみんなにそしてクリーンに
働きがいも経済成長も
産業と技術革新の基盤をつくろう

SDG10
SDG11
SDG12
SDG13
SDG14
SDG15
SDG16
SDG17

不平等
都市
生産・消費
気候変動
海洋資源
陸上資源
平和
実施手段

人や国の不平等をなくそう
住み続けられるまちづくりを
つくる責任　つかう責任
気候変動に具体的な対策を
海の豊かさを守ろう
陸の豊かさも守ろう
平和と公正をすべての人に
パートナーシップで目標を達成しよう

貧困のために財政的援助を受けている学生の割合
貧困対策プログラム
自学のコミュニティのための貧困対策プログラム
キャンパスにおける食品廃棄
学生の飢餓
サステナビリティの側面を含む農業に従事する卒業生の割合
国レベルにおける飢餓
医療関連職で活躍する卒業者
健康問題分野でのインパクト
初等教育教員資格を取得した卒業者数
生涯教育機会の提供
First generation student（親族の中で初めて高等教育を受ける学生）の割合
女子のFirst generation student（親族の中で初めて高等教育を受ける学生）の割合
アクセス指標
上級職アカデミックスタッフに占める女性の割合
入学者の女子の割合
向上政策
一人当たりの水消費量
水の使用と配慮
水の再利用
コミュニティにおける水
自学による対策措置
エネルギー消費密度
エネルギーとコミュニティ
雇用慣行
対内投資／経済的影響
ワークプレイスメント（インターンシップや実習等の就業体験を行う取り組み）

雇用保障
スピンオフ企業
産業界からの収入
First generation student（親族の中で初めて高等教育を受ける学生）

援助を受けている低所得国出身の外国人学生の割合
障害を持つ学生の割合
障害を持つ被雇用者の割合
差別への対策
芸術と遺産
地元の文化・自然遺産に対する支出
持続可能な実践行動
運営
リサイクルされた廃棄物の割合
サステナビリティレポートの発行
低炭素エネルギー消費量
災害対策を含む環境教育
カーボンニュートラルな大学としての誓約
教育を通して水界生態系を支える
水界生態系を支える実践行動
水を意識した廃棄物処理
地元の生態系の維持
教育を通して陸上生態系を支える
陸上生態系を支える実践行動
土壌を意識した廃棄物処理
ガバナンス
地元・地域自治体、国家政府（その他）との連携
法学および公的サービスにまつわるコースの卒業者
NGO、国家・地方政府との連携
サステナビリティレポート
SDGsのための教育

▶貧困のために経済援助を受けている学生数など

▶低所得層（国内下位20％）出身の学生の受け入れに関する数値目標の有無など

▶地元コミュニティにおける、持続可能なビジネスのスタートアップ企業支援の有無など

▶食品廃棄総量、キャンパスの総人口

▶キャンパスにおいて健康的で手頃な食品を提供しているかなど

▶卒業者数、食料の持続可能性に関する内容を含む農業課程の卒業者数

▶地元の農家や食料生産者に対する、持続可能な農業の知識／能力／技術の提供実績など

▶卒業者数、医療関連職で活躍する卒業者数など

▶地球規模または地元の健康管理機関との、健康・福祉関連の協力関係の有無など

▶卒業者数、初等教育教員資格を取得した卒業者数など

▶企業・政府・自治体向けエグゼクティブ教育プログラムや職業訓練開催実績など

▶学士課程に入学した学生数、学士課程に入学したFirst generation studentの数

▶学士課程に入学した女子学生数、学士課程に入学した女子のFirst generation studentの数

▶女子・女性の大学への出願・入学・合格・参加を促す施策の有無など

▶女性のFTE（フルタイム当量）アカデミックスタッフの中で上級職に就いている者の数など

▶学士課程を卒業した女子学生数（STEM、医学、人文社会科学の領域ごと）

▶女性・トランスジェンダーの人たちに対する無差別施策の有無など

▶学内の水消費量（総量、処理／抽出された水、雨水、再利用／再生処理水）など

▶排水を処理するプロセスの有無、汚染水の流入を防ぐプロセスの有無など

▶使用された水の総量、再利用／再生処理された水の使用量

▶キャンパス外の水の保全を支援する取り組みの有無など

▶二酸化炭素排出量管理と同排出量削減のプロセスの有無など

▶大学の建物の床面積と、個人、イベント、組織、物品で使用されるエネルギーの消費量

▶地元に対する、エネルギー効率とクリーンエネルギーの重要性を学ぶプログラムの提供実績など

▶賃金水準の男女平等性を測定・追跡しているかなど

▶総支出、被雇用者数、アカデミックスタッフ数

▶学生数、開講科目の一部としての１か月以上のワークプレイスメント経験がある学生数

▶被雇用者数、２年以上の雇用契約がある被雇用者数

▶自学発祥の知的財産を利用するために設立した登記企業の数

▶学問領域ごとのアカデミックスタッフ数、学問領域ごとの研究費収入

▶学士課程に入学した学生数、学士課程に入学したFirst generation studentの数

▶学部生数、発展途上国出身の外国人学部生数

▶学生数、障害を持つ学生の数

▶被雇用者数、障害を持つ被雇用者の数

▶差別のない入学政策、または適切な積極的差別による入学政策の公開状況など

▶図書館の一般公開状況、学内のオープンスペースや緑地の一般公開状況など

▶総支出、地元の文化・自然遺産に対する支出

▶学内における歩行者優先権の有無、持続可能基準にのっとった建築実績の有無など

▶プラスチック利用最小化政策の有無、使い捨て物品利用最小化政策の有無など

▶排出している廃棄物量、リサイクルしている廃棄物量、埋め立てに回された廃棄物量

▶サステナビリティレポートの発行頻度

▶総エネルギー消費量、低炭素エネルギー源のエネルギー消費量

▶気候行動計画を作成し、地元の自治体やコミュニティ団体と共有する取り組みの有無など

▶既に〇〇年に達成（達成年を提供）、〇〇年までに達成予定（目標年を提供）

▶地域または国レベルのコミュニティに対する、淡水生態系に関する教育プログラムの提供実績など

▶生態系と生物多様性を維持および拡張するための取り組み実績など

▶排水に関する水質基準とガイドラインの有無など

▶自学が関わる水界生態系の生物学的変化を最小限に抑える計画の有無など

▶土地の保全と持続可能な利用の促進を目的としたイベントの支援／開催実績など

▶自学が関わる陸上生態系の保全、修復、持続可能な利用を確実にするための政策の有無など

▶キャンパスのプラスチック廃棄物を削減するための行動計画の有無など

▶地元のステークホルダーが参加する団体の有無、財務データをオープンデータとして公表しているかなど

▶政府各省庁との協力による、政策に焦点を当てた研究の請け負い実績など

▶卒業者数、法学および公的サービスに関する課程の卒業者数

▶政府のSDGs政策策定に対する直接関与もしくはアドバイス提供の実績など

▶SDGsの各指標に関するサステナビリティレポ―トの公開状況など

▶SDGsに関する教育の提供状況（提供している範囲、エビデンスなど）

貧困

飢餓

保健

教育

ジェンダー

水・衛生

エネルギー

成長・雇用

イノベーション

不平等

都市

生産・消費

気候変動

海洋資源

陸上資源

平和

実施手段

THE大学インパクトランキング2020指標


